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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Examination of Optimal Sites and Loading Methods for Measuring Maxillary Complete Denture 
Retention」について、上記の主査１名、副査２名が個別に審査を行った。 
質の高い全部床義歯治療には維持・安定はきわめて重要である。しかし、維持力の評価方法は術者
の主観的評価のみのため、術者間での相違が生じてしまう。そこで、上顎全部床義歯の維持力を簡便
に評価可能な装置を開発した。装置の有用性は先行研究にて示された。しかし、実際に患者が使用し
ている上顎全部床義歯の維持力を測定する際の最適な部位と荷重方法は不明確であった。そのため本
論文は、上顎全部床義歯の維持力測定における最適部位と荷重方法の検討を目的に研究を行った。結
果として、上顎全部床義歯の維持力測定方法を確立し、チェアサイドにて簡便に維持力が測定可能と
なった。 
 
本論文の審査において、副査の弘中委員および中村委員から多くの質問があり、その一部とそれらに対す
る回答を以下に示す。 
 
弘中委員の質問とそれらに対する回答： 
１． 英文誌の引用文献に 10/22の和文引用の是非について。 
多くは古い論文であり、当時に義歯の維持力を測定するためには世界的に高い技術力と知識力を必要とし
たと考えられる。その中でも、日本は世界的にも高い水準にあったことから、多くの義歯維持力に関する和
文論文が存在している。そのため、世界的な維持力測定における研究の過去の流れからも、本論文では和文
論文を引用せざるをえなかった。 
 
２． 牽引時には上顎義歯とシ―ネとの離脱力を考慮しなくて良いのか。 
今回シ―ネの離脱が起きた被験者は測定部位 C（４名）と MF（７名）で存在した。測定部位 Cと MFに
おいて、実際に患者が使用している義歯を牽引して維持力を測定するためには本研究で用いた様なシ―ネを
介在させる他ない。そのため、シ―ネが離脱した被験者において、測定部位 Cと MFは測定不可能である
ことは明らかであることから、シ―ネとの離脱力を考慮する必要はないと考えられる。また、測定部位 Pで
はシ―ネの離脱が起きた被験者は存在しなかったことから、義歯とシ―ネとの離脱力を考慮する必要はない
と考えられる。 
 
 中村委員の質問とそれらに対する回答： 
１． 測定部位の決定根拠は何か。 
測定部位の決定根拠を以下に示す。 
部位Ｐ：過去の文献からも義歯の離脱の多くは義歯後縁から起こることが明らかであるため。 
部位Ｃ：過去の口蓋床の維持力を測定している文献では、すべてこの位置を牽引測定していることから。 
部位ＭＦ：粘性の食物を咀嚼した際に加わる、義歯を離脱させる力を再現するため。 
部位ＩＥ：前歯部で咀嚼した際に義歯が転覆し離脱する現象を再現するため。 
部位ＰＣ：側方ガイド時に義歯が転覆し離脱するする現象を再現するため。 
 
２． 荷重方法はどのような方法を比較検討したのか。 
今回は従来の牽引する方法と、咬合した際の義歯の離脱を再現した加圧する方法で測定した維持力を比較
検討した。 
 
３． 被験者の唾液の性状や分泌量などの口腔環境による影響はないのか。 
唾液の性状・量が維持力に影響を与えることは過去の文献からも明らかである。そのため、本研究では測
定毎にサリベートを義歯と粘膜間の介在液として使用し、唾液の性状・量による影響を排除した。 
 
両副査は、上記を含めた質問に対する回答が、いずれも満足のいくものであることを確認した。 
 
主査 高橋委員の質問とそれらに対する回答： 
１。粘膜の弾性と維持力の関係はあるのか。 
過去の研究では、粘膜の弾性と維持力の関係は明らかにされていない。しかし、義歯の圧迫時間と
義歯維持力の関係、圧迫解除からの時間と維持力の関係は関根らによって明らかにされている。これ
からも粘膜の弾性は維持力に影響をあたえると考えられる。当講座では粘膜の弾性率を測定可能な装
置もあるため、今後の検討課題とする。 
 
２。粘膜の湿潤度と維持力の関係はあるのか。 
過去にÖstlundにより“fluid film”という概念が提唱された。すなわち、義歯は顎堤と義歯床粘膜側面
との間に介在する液層により維持力の様相を異にするという考えである。その後Östlundをはじめ、
粘膜と義歯間の湿潤度が義歯維持力に及ぼす影響についてはStamら、Sipahiら、小松ら、万代らなど
多くの報告がなされてきた。そのため、本研究では介在液としてサリベートを使用した。測定毎に
義歯粘膜面にサリベートの塗布を行い、湿潤度が維持力へおよぼす影響を一定とした。 
 
 
主査の高橋委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確認
するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
 
